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               論   文   の   要   旨 
 









素遺伝子であり、実用上の有用性も期待される LFS 遺伝子のゲノム構造、LFS タンパク質の生化学的
特性や触媒反応の解明を目指し、本研究を実施した。 
先ず著者は、LFS 遺伝子のゲノム構造に関して座上染色体の特定、マッピング研究、BAC クローン
での LFS 近傍塩基配列の比較、BAC-FISH、タマネギ系統間の LFS 配列比較、倍加半数体で発現して




する最初に報告された酵素である LFS の活性中心アミノ酸の同定を進め、71 番目のアルギニン（Arg）










審   査   の   要   旨 
 












 平成 25 年 4 月 16 日、学位論文審査委員会において、審査委員全員の出席のもとに論文の審査及び学
力の確認を行い、本論文について著者に説明を求め、関連事項について質疑応答を行った。その結果、
審査委員全員によって合格と判定された。 
 よって、著者は博士（農学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものとして認める。 
